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1. はじめに 




トの平均点の伸びを見ても，1 年目 39 点，2 年目 99 点，3 年目 138 点アップ
と著しい上昇が認められた。多読授業に関する研究では，少人数のクラスや，






し，リーディング授業の難しさを実感してきた。1 クラス 40 名前後の学生を
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3. 1 年目の試み（2007 年度） 
3.1 速読と組合せ,ただひたすら読み続ける 
 2007 年度，最初の多読は 1 年生 48 名でスタートした。テキストには，多
読用教材としてもっとも一般的な，オックスフォードとペンギン版の graded 
readers（これ以降 GR と省略）と，導入時に読ませる Frog and Toad や Curious 
George シリーズなどの絵本，より進んだ時点で読ませるために，Roald Dahl
シリーズ，また多読に飽き始めたときに読ませる英語の漫画，例えば英訳さ



















                                                                 














 実際の授業構成としては，授業最初の 15 分間を Timed Readings(Glencoe/ 
McGraw-Hill)をテキストに使い速読の訓練に当て，その後多読に移った。速
読の訓練では，個々の学生の英語力に合った異なるレベルのテキストを同時



















3.2 1 年目の評価と問題点 
3.2.1 多読総語数の伸び 
 多読で達成した総語数を見てみると，12 月 21 日までに 10 万語以上を読ん
だ者は，9 名（約 2 割），そのうち 133 万語を達成したものが 1 名，82 万語
が 1 名，54 万語が 1 名，20 万語台が 2 名であった。100 万語とは具体的には，





Charlie and the Chocolate Factory など Roald Dahl のシリーズや，Louis Sachar







3.2.2  TOEIC®テスト結果 
 クラス全体の効果はどうだろうか。その 1 つの指標として春と秋に行われ




































4. 2 年目の試み（2008 年度）－私語の防止と語彙サイズ測定テスト導入 
4.1 私語の防止 
 2 年目も（42 名），基本的に 1 年目と同じ方法で進めた。1 年目の問題点
である私語を防止するために，今回は席順を予め定めて座らせ緩い関係のグ













 多読も 2 年目となったが，英語教育学と言語テスト理論の専門家である片
桐一彦先生（本学准教授）の多読効果調査の一環として効果測定のための，
















で，秋に実施される第 2 回の TOEIC®テストを短期目標と定め，目標点数を
設定させた。そして，それを達成する為に何をする必要があるか具体的戦略
を立てさせた。その際に，「リーディング力を伸ばす」などの表現ではなく
















































  語彙サイズ （     語） 
       ＋      語 
  TOEIC 総合 （     点） 











 語彙サイズ  （    語）
 TOEIC 総合  （    点）
 リーディング （    点）
 リスニング  （    点）
TOEIC スコアと語彙サイズ相関グラフ 
                                                   学籍番号  氏名 











































4.3 2 年目の評価と問題点 
4.3.1 多読総語数の伸び 
 多読の成果としては，12 月末までに 10 万語以上読んだ者が 9 名（約 2 割），
内 20 万語以上は 2 名だった。トップは 23 万語で，前年度の 50 万語台から










る 86 点の伸びが記録され，最上位クラスである当該クラスの平均点が 99 点
アップという驚異的な伸びを示したのである。これは当然のことながら，リ
ーディングも含めた 1 年生の全英語スキルクラスの努力と協力体制の成果と
いえる。リーディングに限って言えば，1 年生はもう 1 つペアのリーディン






 多読の成果という点から見れば，総語数がトップの 23 万語を読んだ学生は，
TOEIC®が 265 点アップして，500 点台からいっきに 800 点近くまで伸びクラ
ス最大の伸びを記録した。今年度初めて導入した英語力アップのための戦略
シートでは，学生が設定した TOEIC®目標値が的中した者が 30 人中（目標未
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5. 3 年目の試み（2009 年度）－「アイスブレーキング」ゲームの導入， 
教科書の使用，TA の活用，「エスノグラフィック」アプローチ  
5.1 「アイスブレーキング」ゲームの導入 


























学生たちが書いたコメントにもそれがよく表われていた。36 名中 35 名が授
業に対して肯定的な評価をした（28 名がゲーム，授業が「楽しかった」「良
かった」，7 名が多読に関し「スラスラ読めて楽しかった」と評価した）。 
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方が効果的であったと反省させられた。 













































せた。冒険ファンタジー，メアリ ・ーポープ・オズボーン著の Magic Tree House 
シリーズなどは，簡潔な文章で臨場感溢れる物語が展開されるが，このよう
な表記が効果的に使われ，登場人物たちの感情が実によく伝わってくる。こ






5.3  TA の活用－英語勉強法のピア・サポート 
 3 年目の多読で試みたもう 1 つのことは，大学院生の TA（teaching assistant）









勉強をいかに継続するか，具体的・実践的な話をしてくれた。6 月 26 日のコ
メントを見ると 35 名中，34 名が「がぜんやる気が出た！」，「モチベーショ
ンがかなり上がりました」，「すごく役に立つものばかりでよかったです」とい
う熱烈な反応を示した。 
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てきて，Level 1 くらいなら割と平気に読める」などの意見が書かれるように
なってきた。 



































きりと現れ，昨年の年間 37 名，216 册から，今年は 10 月中旬ですでに 67 名，
580 册へと飛躍的に増えた2。4 月から 12 月末までの総語数を見ると，10 万
語以上読んだ者は 17 名（5 割），トップは 57 万語で，50 万語台が 2 名，40













と現れた。TOEIC®の平均点が，昨年の 99 点からさらに伸びて 138 点もアッ
                                                                 
2 両数字はのべ人数・冊数である。図書館の多読コーナーに学生たちがよく来ている
との情報も入った。学生のコメントには「皆が意外に本を読んでいて，ビックリし
た」（6 月 5 日），「図書館に，Level 1 の本が全部借りられてて，あんまり読めな
いで，悲しいです」（6 月 5 日）と書かれてあった。 
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プし，平均点が 674 点となったからだ。トップは，905 点で多読に熱心に取
り組み 57 万語まで読破した学生で，155 点アップさせた。53 万語読んだ学生
は 205 点，30 万語台を達成し，熱心に多読に取り組んだ 2 名の学生の内，1





上げるか，3 年間の実践で強く実感した（図 2）。 
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140 
える（ベルトン，2008: 9）。ビナードが翻訳して紹介した Brian Wildsmith's 
Animal Gallery は，動物の群れを表す英語独特の表現を集めた絵本だが，日本
語にはない，狩猟文化が生んだ豊かな英語表現を勉強できる3。ライオンの群





















度 TA の大学院生小林大介さん，2008 年度 TA の朴成愛さん，ゲームを考案
してくれた野呂拓也さん，2 年目の多読授業を自発的に手伝ってくれた福岡
                                                                 
3 2009 年 04 月 27 日放送の NHK「視点・論点」アーサー・ビナードの「日本語の坂，
英語の 群れ」を参考。 
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